



















lのようになる O ①の教委自身の指導による研修については，この共同研究(3 Jで，1-葉県
の「新任教員研修計画 Jの事例がとりあげられるので，ここは割愛し，②と①のみについて述
べることとする。 表 1 校内新任研修の三つの形態
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表 2 教師の経験年数と希望する研修内容(% ) 
~ (初0----5年期) (中6--20期年) (後20年以期上)I 
l 教育目標と具現化 5.5 11.0 1 2.1 
2 教育課程の編成と管理 2.2 ] 0.6 1 4.1 
つ、J 教科道徳、領域 1 3.7 5.9 0.8 
4 生徒理解 1 6.1 4.8 0.4 
5 指導法の改善 1 2. 1 2.3 1.5 
6 評 f罰 7.7 7.2 2.7 
7 学級経営 1 7.6 1‘9 0.1 
8 学年経営 0.3 1 5.4 3.1 
9 学校経営 0.1 1.4 1 7.5 
10 生活指導 9.7 5.7 1.4 
11 リーダーシップ 0.3 8.3 1 0.7 
12 教育論 2.9 10.0 8.0 
13 教師論 7.5 4.9 6.2 
14 教育法規 2.2 47 14.6 
15 一般教養 3.6 3.3 5.4 
16 その他 。 0.1 0.1 
( s 5 2年度「現職教育の改善に関する調査」より)















































































































注1. 昭和 53年度JI崎市教務事務担当者研修会報告「新任研修の計画と運営 JによるO
注 2 昭和54年度 i')ln時市新任教員宿泊研修会参加者の話し合いの記録」による O
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